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１０
月
８
日
、
中
原
小
学
校
の
１
、
２
年
生
の
児
童
た
ち
が
、
平
瀬
の
藤
堂
さ
ん

の
田
ん
ぼ
で
稲
刈
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。 

 

初
め
に
藤
堂
さ
ん
よ
り
、
鎌
の
使
い
方
や
、
稲
の
刈
り
方
な
ど
を
教
え
て
い
た

だ
き
、
そ
の
後
、
児
童
た
ち
は
実
際
に
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。 

 

初
め
て
鎌
を
使
っ
て
稲
刈
り
を
す
る
児
童
た
ち
も
多
く
、
最
初
は
ぎ
こ
ち
な
い

手
つ
き
で
稲
刈
り
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
作
業
が
進
む
に
つ
れ
段
々
と
慣
れ
て
き

た
よ
う
で
、
児
童
た
ち
か
ら
『
も
う
少
し
刈
り
た
い
！
』
と
予
定
し
て
い
た
よ
り
も

多
く
の
範
囲
を
刈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

児
童
た
ち
か
ら
『
お
米
は
ど
う
や
っ
て
で
き
る
の
？
』
『
何
で
秋
に
お
米
が 

 
 

で
き
る
の
？
』
な
ど
様
々
な
質
問
に
藤
堂
さ
ん
が
お
答
え
し
ま
し
た
。 

 

児
童
た
ち
が
収
穫
し
た
お
米
は
、
後
日
小
学
校
へ
お
届
け
し
、
白
米
と
玄
米
の

食
べ
比
べ
を
行
い
な
が
ら
美
味
し
く
食
べ
た
そ
う
で
す
。 

 

藤
堂
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

市
原
小
学
校
４
年
生
が
、
南
小
国
町
の
歴
史
や
伝
統
を
知
る
調
べ
学
習
で
、
中
原
楽
・

市
原
祇
園
社
獅
子
舞
・
吉
原
神
楽
に
つ
い
て
地
域
の
方
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ト
ナ
ー

（
外
部
講
師
）
と
し
て
授
業
を
行
い
ま
し
た
。 

 

中
原
楽
で
は
実
際
に
熊
野
座
神
社
へ
行
き
、【
杉
正
市
さ
ん
・
中
島
智
明
さ
ん
】
よ
り

中
原
楽
が
出
来
た
由
来
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

吉
原
神
楽
で
は
、【
佐
藤
勝
明
さ
ん
】
を
学
校
へ
お
招
き
し
、
歴
史
や
現
在
の
活
動
な

ど
に
つ
い
て
学
び
、
神
楽
を
舞
う
際
に
使
う
衣
装
や
刀
な
ど
を
実
際
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
、
児
童
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。 

 
市
原
獅
祇
園
社
子
舞
で
は
、
保
存
会
の
方
よ
り
舞
い
を
教
わ
り
、
１１
月
１６
日
に
開
催

さ
れ
た
学
習
発
表
会
の
際
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ト
ナ
ー
の
皆
さ

ん
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

地
域
と
学
校
と
の
交
流
で
特
技
や
知
識
を
活
か
す
こ
と
で
地
域
住
民
の
生
き
が
い

に
も
繋
が
り
、
更
に
は
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
の
息
吹
を
守
り
、
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
学
習
意
欲
も
高
ま
り
健
全
育
成
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す 

 

１１月６日・１３日の２日間、小国支援学校で手話学習

会が開催され、小国高校の生徒、一般町民、延べ20名が

学習会に参加され手話を学びました。 

小国支援学校の【西雅子 校長】に講師を務めていただ

き、自分の名前や日常生活で使う手話を皆さん楽しく学

ぶことができました。 

聴覚障がい者は、外見からは、なかなか障がいが分かりに

くいため、日常生活に支障があってもなかなか声をあげづら

く悩むこともあるそうです。 

 

 １１月７日、紅葉が美しく色づき少し肌寒い秋風を感じる中【ふれあい昼食会】を開催しました。 

 毎年、1 人暮らし高齢者の社会参加と生きがい増進を目的に、南小国町・民生委員児童委員・社会福祉

協議会・地域の皆様と協力して開催しております。 

 当日は６１名の参加があり、おしゃべりにカラオケ、ビンゴゲームなどで盛り上がりました。 

 来賓として、小国警察署より【黒川駐在所：麻生巡査部長】【赤馬場駐在所：野中巡査部長】にお越し   

いただき、参加者の皆さんへ交通安全と、悪徳商法についてのお話しをしていただきました。 

 ボランティアとして協力いただいた【食生活改善推進員会】の皆様には、【ぜんざい・お吸い物】を調理

していただき、また、アトラクションとして、【中原保育園】の年少～年長さんによるダンスで会場を盛り

上げていただきました。 

 高齢化の進む本町ではありますが、地域の皆様と協力し合い、『地域で共に支え合うまちづくり』を推進

してまいります。 

中原保育園児によるダンス披露 会 場 の 様 子 

最後に西校長より、『聴覚障害がい者の方が困っているのを見かけた際には、簡単な手話で挨拶をするだ

けでも安心されるので、そのあと筆談などで対応をしていただけると嬉しいです。』と参加者の方たちへ  

メッセージを送られました。 

 

熊 野 座 神 社 【 中 原 楽 】 

吉原神楽について【佐藤勝明さん】 

地
域
の
つ
な
が
り
で
、
子
ど
も
の
学
び
や
育
み
を
支
え
る

 



 

市 原 大 橋 ～ 平 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 山々が秋色に色づく１０月、誰もが暮らしやすい美しい南小国町を創っていくことを目的に、 

『第１５回晴ればれりんどうボランティアの日』が開催されました。このイベントは、南小国町

ボランティア連絡協議会、南小国町社会福祉協議会、南小国町役場（日本で最も美しい村連合）

で実行委員会を立ち上げ企画運営しております。 

 今年は、約 400名の申込があり、町内の 19ヶ所で美化活動が行われました。当日のメイン

会場（南小国町自然休養村管理センター）に来られた方々へ、災害ボランティアセンターの設置

訓練も併せて行い、啓発と理解を図りました。今年も、サポートセンター悠愛のご利用者、町内

の小学生、中学生の参加も多く幅広い年代での交流も行うことができました。 

 このイベントを通して、南小国町のボランティア活動や地域住民による支え合いや助け合い 

などの福祉活動の推進・意識高揚に繋がり、安心して暮らせる美しい南小国町が創られていくこ

とを願っています。 

 当日、活動いただいた皆様有り難うございました。 

①市原小学校周辺の美化活動 ②関田～ファミリーマート～矢津田上入口の歩道のゴミ拾い 

③矢津田上歩道～市原大橋前～平までの歩道の除草・清掃作業 

④井上建設前～りんどう荘前の町道の除草・清掃作業  

⑤市原大橋～中学校寮～郵便局～中学校正門 歩道の除草・清掃 

⑥南小国町役場庁舎周辺の除草・清掃作業 

⑦そばや吾亦紅～りんどう荘前の町道の除草・清掃作業（馬場高砂会） 

⑧馬場旧道の高枝切り、カーブミラー清掃 国道２１２号の歩道・町道の除草・清掃作業 

（馬場自治会） 

⑨杉田住宅周辺の井手・歩道沿いの除草・清掃作業（杉田長寿会） 

⑩二川神社～鬼山～国道２１２の歩道沿いの除草・清掃作業（東長寿会） 

⑪上中原地域の道路・歩道の除草・清掃作業（上中原老人クラブ） 

⑫中中原地域の道路・歩道の除草・清掃作業（中中原老人クラブ） 

⑬湯田地域の町道の除草・清掃作業（湯田不老会） 

⑭御仮屋の除草・清掃作業（上町ヤローズ）  

⑮平・荒倉・動目木の歩道等の除草・清掃作業（平、動目木、荒倉地区） 

⑯町道 波居原～手形野線の除草作業（波居原自治会） 

⑰波居原公民館周辺の除草・清掃作業（波居原長寿会） 

⑱市原保育園～竹の熊～千光寺の町道の除草・清掃作業（TST老人クラブ） 

⑲ねむの木、お堂の除草・清掃作業（中湯田樋ノ口健全会） 

 

受 付 の 様 子 ボ ラ ン テ ィ ア 連 絡 協 議 会 会 長 挨 拶 

役 場 周 辺 

井 上 建 設 ～ り ん ど う 荘 豚 汁 の 炊 き 出 し 

※申込受付分を掲載 


